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第 1 編では，機械加工された低炭素鋼の波労強度について記述しており，第 1-1 :l主は緒言で




と疲労強度の関係をまとめている。第 1-5 章は結論で，第 1 編の研究結果の要約である。
第 2 編は表面加工層を有する機械加工材の疲労過程中の微視的表面観察の結果について述べた











第 3-2 章では，実物薄膜について透過電子顕微鏡観察を行ない，第 3-3 章は，第 3-2 章
の観察結果より機械加工材および、焼鈍材の疲労変形モデノレを図式的に示し，これによって両者の
疲労機構ならびに加工材の疲労強度上昇機構を明確に説明している。
第 3-4 章は結論で，第 3 編の研究結果を要約している。
総括は本論文をまとめている。
論文の審査結果の要旨
本論文は表面加工硬化層をもっ低炭素鋼の疲労挙動をしらべたものであるが，加工硬化の程度
と加工層深さにより定まる上昇硬度積分値を新しく定義して，加工材の疲労強度上昇を定量的に
表現し，また，微視的観察の結果から，疲労き裂の伝播過程は，き裂発生の連続的加速過程であ
ることを明らかにしている。さらに，転位組織の直接観察を行ない，疲労き裂発生までの疲労変
形モデノレを提案して，焼鈍材ならびに加工材の疲労機構を定性的に論ずることができることを明
らかにするなど，疲労に関して新して知見を加えたものである。
このように，本論文は機械材料学に寄与するところが大きし博士論文として価値あるものと
認める。
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